
〔
史
料
紹
介
〕

松

前

風

景

（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館

北
方
関
係
資
料
室
蔵
）

藤

原

義
天
恩

平
尾
魯
僊
（
一
八
〇
八
～
八
〇
）
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
弘

ろ

せ
ん

前
で
活
躍
し
た
代
表
的
画
人
で
あ
り
、
ま
た
平
田
派
国
学
者
で
あ
っ
た
。
魯
僊
は
津

(
)

軽
領
内
を
広
く
旅
し
な
が
ら
、
当
時
の
領
内
の
風
景
や
庶
民
生
活
の
様
子
を
如
実
に

描
写
し
た
が
、
こ
の
絵
は
現
在
青
森
県
に
お
い
て
価
値
の
高
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
魯
僊
は
、
幕
末
に
お
け
る
日
本
の
北
方
お
よ
び
蝦
夷
地
の
歴
史
を
知
る

上
で
も
、
貴
重
な
史
料
を
著
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
米
和
親
条
約
に
よ
り
箱
館
港

が
開
港
し
た
翌
年
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
魯
僊
が

蝦
夷
地
を
旅
し
、
そ
の
際
の
見
聞
を
記
録
し
た
『
松
前
記
行
』
と
『
箱
館
夷
人
談
』
、

(
)

(
)

な
ら
び
に
そ
の
改
訂
版
で
あ
る
『
箱
館
紀
行
』
と
『
洋
夷
茗
話
』
の
二
組
の
紀
行
文

(
)

(
)

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
『
松
前
記
行
』
と
『
箱
館
紀
行
』
の
挿
絵
を
集
め
た
史
料
『
松
前
風

景
』
を
紹
介
し
、
こ
の
三
冊
を
比
較
し
な
が
ら
、
魯
僊
が
蝦
夷
地
を
見
聞
し
て
か
ら
、

そ
の
内
容
を
紀
行
文
に
ま
と
め
る
ま
で
の
編
集
意
図
と
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
な
お
、
蝦
夷
地
旅
行
を
経
た
安
政
二
年
以
降
、
魯
僊
が
自
作
の
絵
を
ど
の
よ
う

な
構
想
で
整
理
し
、
世
に
発
表
し
よ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
察
し
た
い
。

『
松
前
風
景
』
は
、
魯
僊
が
安
政
二
年
に
蝦
夷
地
を
旅
行
し
た
後
に
描
い
た
二
十

五
枚
の
素
描
を
集
め
た
一
冊
の
画
帳
で
あ
る
。
本
史
料
は
現
在
、
北
海
道
大
学
附
属

(
)

図
書
館
の
北
方
関
係
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（
図
類1

0
6
0

）
、
そ
の
画
像
は
本

資
料
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
和
紙

の
片
面
書
で
、
茶
色
い
厚
紙
の
表
紙
は
後
補
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
法
量
は
、
縦
二

(
)

十
三
・
九
セ
ン
チ
、
横
三
十
六
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
外
題
は
「
松
前
風
景
」
と
右

か
ら
左
へ
、
横
書
き
で
墨
書
さ
れ
る
。
一
枚
目
の
絵
「
一

松
前
城
下
図
」
の
右
上

に
「
万
延
元
年
九
月
二
日
改
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
不
詳
で
あ
る
。

さ
て
、
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
黒
船
が
江
戸
湾
に
来
航
し
た
翌
嘉
永
七
年
（
安
政
元

年
、
一
八
五
四
）
に
、
徳
川
幕
府
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
と
和
親
条
約

を
締
結
す
る
一
方
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
脅
威
を
案
じ
て
、
蝦
夷
地
全
地
を
そ
の
直
轄
と

し
、
箱
館
に
再
び
奉
行
所
を
設
置
し
た
。
翌
年
は
蝦
夷
地
の
防
備
を
北
の
藩
に
命
じ
、

(
)

(
)

弘
前
と
盛
岡
両
藩
は
西
蝦
夷
を
防
備
し
支
配
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
欧
米
列
強
の

(
)

脅
威
や
日
本
の
防
備
に
対
す
る
魯
僊
の
認
識
は
、
彼
が
安
政
二
年
二
月
に
書
写
し
終

え
た
建
白
書
や
書
状
、
絵
図
を
数
多
く
集
め
た
風
説
書
『
太
平
新
話
』
に
確
認
で
き

る
。
本
書
は
、
米
艦
来
航
直
後
の
国
内
外
の
政
情
を
表
す
、
当
時
の
最
新
情
報
を
獲

(
)得

し
た
も
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
同
じ
安
政
二
年
六
月
十
一
日
、
魯
僊
は
弘
前
城
下
を
出
発
し
て
蝦
夷
地

の
旅
へ
出
掛
け
た
。
こ
の
三
十
三
日
間
の
旅
で
、
魯
僊
は
津
軽
海
峡
を
渡
り
、
蝦
夷

地
の
松
前
城
下
に
二
日
泊
ま
り
、
そ
こ
か
ら
箱
館
へ
至
る
ま
で
の
村
落
や
山
林
、
海

岸
な
ど
を
探
訪
し
、
前
年
に
開
港
し
た
ば
か
り
の
箱
館
に
十
七
日
ほ
ど
滞
在
し
た
。

魯
僊
が
蝦
夷
地
を
旅
行
す
る
目
的
に
は
、
開
港
直
後
の
箱
館
と
蝦
夷
地
の
探
検
お
よ

び
見
聞
と
共
に
、
弘
前
藩
に
依
頼
さ
れ
た
図
を
作
成
す
る
公
務
も
あ
っ
た
。
箱
館
郊

外
に
あ
る
千
代
ヶ
台
に
は
弘
前
藩
の
本
陣
地
が
あ
っ
た
が
、
魯
僊
は
六
月
二
十
八
日

付
け
の
『
洋
夷
茗
話
』
に
、
三
人
の
弘
前
藩
士
に
伴
わ
れ
、
千
代
ヶ
台
を
訪
ね
て
図

を
作
成
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
後
年
、
魯
僊
は
蝦
夷
地
旅
行
の
見
聞
を
学

(
)

友
・
鶴
舎
有
節
と
共
有
し
た
り
、
ま
た
平
田
門
の
気
吹
舎
を
通
し
て
紀
行
文
を
世
に

つ
る

や

あ
り

よ

い

ぶ

き
の

や

普
及
さ
せ
た
い
意
志
を
表
明
し
て
い
る
。

(
)

魯
僊
は
蝦
夷
地
の
地
誌
や
風
景
お
よ
び
、
住
民
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
こ
に
駐
在
し

て
い
る
欧
米
、
清
朝
、
イ
ン
ド
の
人
々
の
生
活
や
行
動
、
風
習
、
風
俗
、
文
化
、
宗

教
、
言
語
、
ま
た
様
々
な
生
活
用
具
や
船
、
各
種
技
術
の
見
聞
を
、
二
組
の
紀
行
文

に
絵
入
り
で
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
本
稿
で
注
目
す
る
『
箱
館
紀
行
』
は
、
第
一

巻
の
巻
末
に
「
于
時
安
政
三
丙
辰
季
八
月
念
二
日
改
写
遂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
改

定
さ
れ
る
前
の
『
松
前
記
行
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で

詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
が
、
蝦
夷
地
旅
行
か
ら
帰
宅
し
た
安
政
二
年
七
月
十
三
日
か

ら
上
記
の
安
政
三
年
八
月
二
十
二
日
の
間
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
紀
行
文
の
特
徴
は
、
魯
僊
が
『
箱
館
紀
行
』
と
『
洋
夷
茗
話
』
の
冒
頭
に

「
弘
陽
逸
民
平
尾
魯
僊
揖
録
」
と
記
し
、
自
ら
を
階
級
や
官
職
に
囚
わ
れ
な
い
「
逸

(
)

民
」
と
自
称
し
て
い
る
よ
う
に
、
民
衆
の
立
場
か
ら
蝦
夷
地
の
風
景
や
状
況
、
松
前

や
箱
館
の
行
政
を
観
察
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
森
山
氏
が
「
解
説
」
の
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【図１】『松前風景』表表紙
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【図２】「松前城下澗口之図 卯六月十七日写於船中」『松前記行』９枚目

【図３】「一 松前城下図」『松前風景』１枚目

【図４】「松前海口之図」『箱館紀行』１枚目
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な
か
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
魯
僊
は
松
前
の
渡
海
者
取
調
べ
役
人
の
厳
し
さ
、
異

国
船
対
策
で
役
人
が
う
ろ
た
え
る
様
子
な
ど
を
批
判
し
、
一
方
で
は
竹
内
下
野
守
保

徳
（
一
八
〇
七
～
？
）
の
善
政
を
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
忌
憚
な
く
松
前

(
)

や
箱
館
、
蝦
夷
地
の
状
況
を
評
価
し
て
い
る
「
逸
民
」
魯
僊
の
声
は
貴
重
な
記
録
で

あ
る
。

さ
て
、
『
松
前
風
景
』
を
採
り
上
げ
な
が
ら
、
魯
僊
に
お
け
る
蝦
夷
地
旅
行
の
紀

行
文
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
『
松
前
風
景
』
が
成
立
し
た
時
期
に
つ

い
て
は
、
蝦
夷
地
旅
行
後
に
間
も
な
く
完
成
し
た
『
松
前
記
行
』
と
、
安
政
三
年
八

月
二
十
二
日
に
写
し
終
え
た
『
箱
館
紀
行
』
の
両
書
の
間
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
『
松
前
記
行
』
『
松
前
風
景
』
『
箱
館
紀
行
』
の
順
番
に
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
三
書
を
並
べ
て
比
較
す
る
と
、
日
本
の
開
国
、
開
港
直
後
の
箱
館
港
、

蝦
夷
地
、
松
前
城
下
を
、
魯
僊
が
観
察
し
、
そ
れ
を
記
録
に
留
め
、
紀
行
文
を
な
す

に
至
る
ま
で
の
構
想
、
編
集
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
、
本
書

の
代
表
的
な
箇
所
を
四
つ
ほ
ど
挙
げ
て
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

初
め
に
、
松
前
城
下
に
入
港
す
る
光
景
の
絵
の
変
遷
過
程
を
確
認
す
る
。
魯
僊
は
、

安
政
二
年
六
月
十
六
日
に
、
津
軽
藩
領
の
十
三
港
を
出
港
し
、
十
七
日
の
明
け
方
に

松
前
に
到
着
し
た
。
松
前
城
下
へ
入
港
す
る
様
子
が
【
図
２
】【
図
３
】【
図
４
】
の

絵
に
描
か
れ
て
い
る
。
三
書
の
絵
を
並
べ
て
み
る
と
、
最
初
の
『
松
前
記
行
』
に
は

「
松
前
城
下
潤
口
之
図

卯
六
月
十
七
日
写
於
船
中
」
と
記
載
が
あ
り
、
こ
の
絵
を

船
中
で
描
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
画
帳
自
体
が
横
に
長
く
、
港
が
幅
広
く
描
か
れ
て

お
り
、
中
央
と
そ
の
周
囲
の
船
が
左
寄
り
で
、
山
の
峰
も
左
へ
広
が
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
松
前
城
が
中
央
の
船
よ
り
左
へ
離
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
松
前
風
景
』

で
は
、
画
帳
自
体
の
幅
が
狭
ま
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
船
は
絵
の
右
中
央
に
移
り
、

山
の
峰
も
よ
り
狭
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
松
前
城
が
船
の
帆
に
隠
れ
か
け
る
ほ
ど
、

中
央
へ
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
松
前
城
下
の
絵
は
、
『
松
前
記
行
』
か
ら

『
松
前
風
景
』
へ
著
し
く
変
化
し
て
お
り
、
『
箱
館
紀
行
』
に
も
こ
の
変
化
が
維
持

し
て
あ
る
。
ま
た
、
船
、
山
々
、
松
前
城
の
位
置
を
含
む
全
体
の
配
置
が
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
り
、
な
お
絵
が
よ
り
緻
密
に
描
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
変
遷
過
程
か
ら
、
『
松

前
記
行
』
の
絵
に
変
化
を
加
え
て
『
松
前
風
景
』
が
な
り
、
こ
の
『
松
前
風
景
』
か

ら
さ
ら
に
『
箱
館
紀
行
』
を
写
し
た
こ
と
が
確
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
『
松

前
記
行
』
で
は
九
枚
目
の
絵
と
な
っ
て
い
る
が
、
松
前
入
港
こ
そ
正
式
な
「
蝦
夷
地

入
り
」
で
あ
る
と
捉
え
た
の
か
、
『
松
前
風
景
』
と
『
箱
館
紀
行
』
で
は
最
初
の
絵

と
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
に
、
松
前
の
渡
海
者
が
受
け
る
検
査
が
、
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
よ
う
。
魯
僊
は
『
箱
館
紀
行
』
で
、
十
八
日
に
沖
の
口
の
役
所
に
て
、

前
日
の
渡
海
者
が
検
査
を
受
け
る
様
子
を
説
明
し
て
い
る
。
老
少
男
女
七
十
人
ほ
ど

役
所
に
押
し
詰
め
ら
れ
、
二
人
の
役
人
が
航
海
の
次
第
を
追
及
し
、
そ
れ
に
答
え
た

後
に
、
男
性
は
丸
裸
に
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
全
員
が
両
腕
を
挙
げ
さ
せ
ら
れ
、

(
)

傷
の
有
無
を
調
べ
ら
れ
、
傷
が
あ
っ
て
尋
問
し
た
と
こ
ろ
に
不
審
が
あ
れ
ば
、
松
前

に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
国
に
返
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
、
魯
僊
は
検
査
の
厳

し
さ
を
批
判
す
る
。
こ
の
様
子
を
、『
松
前
記
行
』『
箱
館
紀
行
』
両
書
に
お
い
て
、

似
た
調
子
で
や
や
長
く
記
し
て
い
る
が
、『
松
前
記
行
』
で
は
絵
を
添
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ほ
ど
関
心
深
い
内
容
で
、
し
か
も
魯
僊
が
批
判
し
て
い
る
取
調
役
人
で
あ
る

た
め
、
『
松
前
風
景
』
の
絵
【
図
５
】
と
『
箱
館
紀
行
』
の
絵
【
図
６
】
で
は
、
旅

人
が
裸
に
さ
せ
ら
れ
て
腕
を
伸
ば
し
た
ま
ま
、
検
査
を
受
け
る
状
況
を
細
か
く
描
写

し
て
い
る
。
【
図
５
】
は
【
図
６
】
の
素
描
と
し
て
、
荒
く
描
い
て
い
る
が
、
大
筋
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【図５】題なし『松前風景』４枚目

【図６】「沖口官庁に航海人を黙検す」『箱館紀行』４枚目



－ 46 －

【図７】「従茂平地台場望箱館図 卯六月念日写」『松前記行』16枚目

【図８】「十五 当別台場より眺望」『松前風景』16枚目

【図９】「当別邑台場より観音山を眺望之図」『箱館紀行』16枚目
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は
変
わ
ら
な
い
。
絵
の
上
端
に
は
、
後
か
ら
雲
が
描
き
加
え
ら
れ
、
下
に
は
松
の
木

が
追
加
さ
れ
て
、
魯
僊
の
画
法
的
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
『
箱
館

紀
行
』
の
方
で
は
、
描
き
加
え
た
雲
の
な
か
に
「
沖
口
官
庁
に
航
海
人
を
黙
検
す
」

と
題
を
入
れ
、
陰
影
を
付
け
、
細
線
で
緻
密
に
仕
上
げ
て
い
る
。

三
つ
目
と
し
て
は
、
箱
館
を
眺
望
し
た
絵
が
変
更
さ
れ
て
い
く
段
階
を
確
認
し
よ

う
。
六
月
二
十
日
に
、
魯
僊
は
漸
く
箱
館
に
到
着
す
る
。
こ
の
日
に
、
対
岸
の
台
場

よ
り
箱
館
の
図
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
三
書
と
も
同
様
に
十
六
枚
目
の
絵
と
な

っ
て
い
る
が
、
比
較
す
る
と
顕
著
な
変
化
が
表
れ
る
。『
松
前
記
行
』【
図
７
】
、『
松

前
風
景
』【
図
８
】
、『
箱
館
紀
行
』【
図
９
】
と
、
対
岸
の
台
場
か
ら
東
方
へ
、
箱
館

と
そ
の
半
島
先
に
立
つ
箱
館
山
を
眺
望
し
た
絵
で
あ
る
。
山
々
や
海
岸
線
の
風
景
は
、

大
体
似
て
い
る
が
、
最
初
の
絵
は
「
茂
平
地
台
場
」（
「
茂
辺
地
」
や
「
茂
兵
地
」
と

も
）
か
ら
描
写
し
た
の
に
対
し
、
二
枚
目
は
「
当
別
台
場
」
、
三
枚
目
も
「
当
別
邑

台
場
」
よ
り
描
写
し
た
も
の
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
『
洋
夷
茗
話
』
の
最
初
に
載

せ
て
あ
る
、
蝦
夷
地
南
海
岸
、
津
軽
・
南
部
両
藩
の
北
海
岸
を
表
し
た
図
を
見
る
と
、

「
茂
辺
地
」
と
「
当
別
」
は
同
じ
海
岸
に
、
南
北
に
並
ぶ
村
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

(
)

二
枚
目
の
絵
と
し
て
は
、
眺
望
す
る
立
場
が
や
や
南
に
移
行
し
た
と
し
て
、
絵
の
左

側
に
訂
正
の
貼
紙
が
貼
ら
れ
て
海
岸
線
が
切
断
さ
れ
、
右
側
に
も
貼
紙
が
貼
ら
れ
て

山
が
完
全
に
削
ら
れ
て
い
る
。
沖
に
出
港
し
て
い
る
船
の
数
も
減
っ
て
い
る
。
こ
の

変
更
は
そ
の
ま
ま
三
枚
目
の
『
箱
館
紀
行
』
に
も
保
た
れ
て
い
る
。

魯
僊
は
、
何
故
こ
の
絵
の
眺
望
す
る
場
所
を
「
茂
平
地
」
か
ら
「
当
別
」
に
変
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
箱
館
紀
行
』
で
は
、
「
当
別
」
の
こ
と
を
「
こ
の
村
頭
に

陳

ハ
シ

(

マ
ヽ)

屋
あ
り
。
箱
館
よ
り
勤
番
す
る
と
い
ふ
。
実
に
要
害
の
地
に
し
て
、
大
敵
を
も
防
く

へ
し
」
と
記
し
、
そ
の
内
容
は
『
松
前
記
行
』
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

(
)

こ
れ
に
対
し
て
、『
箱
館
紀
行
』
で
は
茂
平
地
に
台
場
が
あ
り
、「
こ
の
左
に
哨
所
あ

り
。
箱
館
よ
り
兵
士
を
置
く
と
云
へ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
箱
館
が
開
港
し
た
安
政

(
)

元
年
に
、
茂
平
地
は
松
前
藩
領
か
ら
再
び
幕
府
領
と
な
り
、
翌
安
政
二
年
か
ら
は
当

別
も
再
び
幕
府
領
と
な
っ
た
が
、
魯
僊
が
両
場
所
を
訪
れ
た
安
政
二
年
は
、
当
別
に

(
)

は
箱
館
か
ら
勤
番
が
送
ら
れ
る
陣
屋
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
茂
平
地
に
は
箱
館
か
ら

兵
士
が
送
ら
れ
る
「
哨
所
」
が
存
在
す
る
程
度
で
あ
り
、
当
別
の
方
が
現
に
海
岸
防

備
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
当
別
は
両
書
の
間
で
「
実
に
奇
勝
の
地
と
云
べ
し
」
か
ら
「
実
に
眺
望

(
)

の
美
、
最
こ
の
地
に
専
な
り
」
へ
と
、
評
価
が
一
層
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

(
)

茂
平
地
に
つ
い
て
、
『
松
前
記
行
』
で
は
「
眺
望
の
佳
景
は
当
別
の
陳
屋
と
同
じ
」

(
)

と
の
記
述
が
あ
る
が
、
『
箱
館
紀
行
』
で
は
こ
れ
が
削
ら
れ
て
お
り
、
茂
平
地
の
景

勝
が
称
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
以
上
、
二
箇
所
に
関
す
る
記
述
を
比
較
す
る
と
、

『
松
前
記
行
』
か
ら
『
箱
館
紀
行
』
に
か
け
て
、
当
別
は
茂
平
地
よ
り
も
、
現
に
陣

屋
を
構
え
て
海
岸
防
備
を
担
っ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
当
別
の
方
が
茂
平
地
よ

り
景
勝
の
美
し
い
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、

魯
僊
は
公
務
で
こ
の
日
よ
り
八
日
後
の
六
月
二
十
八
日
に
、
箱
館
郊
外
の
千
代
ヶ
台

に
あ
っ
た
弘
前
藩
の
本
陣
地
を
訪
れ
、
そ
こ
で
図
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
千
代
ヶ
台

に
て
新
し
い
情
報
を
得
た
の
か
、
あ
る
い
は
弘
前
に
戻
っ
て
か
ら
指
摘
さ
れ
た
の
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
魯
僊
は
紀
行
文
を
編
集
す
る
段

階
に
お
い
て
、
箱
館
を
眺
望
す
る
の
に
、
「
茂
平
地
」
以
上
に
「
当
別
」
の
方
を
よ

り
代
表
的
な
場
所
と
し
て
選
択
し
、
そ
の
た
め
に
貼
紙
で
訂
正
を
加
え
て
で
も
、
絵

を
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
つ
目
の
例
と
し
て
は
、
魯
僊
が
直
接
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
現
地
の
人
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【図10】「廿三 餅搗図」『松前風景』24枚目

【図11】「臘月餅搗之図」『箱館紀行』23枚目



々
か
ら
聞
い
た
話
を
元
に
描
写
し
た
絵
の
変
遷
過
程
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
十
二

月
の
餅
つ
き
に
つ
い
て
は
、
『
松
前
記
行
』
と
『
箱
館
紀
行
』
両
方
の
記
事
で
、
ほ

ぼ
同
様
に
述
べ
て
い
る
。
裕
福
な
人
は
も
と
よ
り
、
中
家
の
者
ま
で
、
男
女
の
芸
者

を
雇
い
、
太
鼓
と
三
味
線
で
餅
つ
き
の
拍
子
を
と
り
、
二
、
三
人
の
者
が
餅
つ
き
を

行
う
と
説
明
す
る
。
様
々
な
曲
を
鳴
ら
し
て
乱
拍
子
に
な
る
と
い
え
ど
も
、
「
合
取

師
」
と
い
う
者
が
巧
み
な
早
業
で
、
色
々
な
戯
れ
を
し
、
場
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

若
者
が
銅
盤
を
叩
き
な
が
ら
、
囃
子
た
て
、
大
層
賑
わ
う
。
こ
の
様
子
が
、
両
書
の

絵
、【
図

】
と
【
図

】
で
見
ら
れ
る
。

10

11

と
こ
ろ
が
、
二
枚
の
絵
の
間
に
は
か
な
り
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
『
松
前
記
行
』

の
【
図

】
に
は
、
十
二
人
も
の
人
物
が
い
て
、
そ
の
う
ち
餅
を
捏
ね
て
小
さ
く
分

10

け
る
婦
人
、
そ
の
裏
で
餅
を
頬
張
る
男
、
そ
し
て
太
鼓
を
叩
く
婦
人
の
後
ろ
に
立
つ

少
女
と
婦
人
が
い
る
の
が
、
『
箱
館
紀
行
』
の
【
図

】
で
は
消
さ
れ
て
い
る
。
残

17

る
の
は
、
餅
つ
き
を
行
う
三
人
と
、
踊
り
な
が
ら
餅
を
持
ち
上
げ
る
「
合
取
人
」、

太
鼓
と
三
味
線
を
演
奏
す
る
芸
者
、
そ
し
て
銅
盤
を
叩
く
少
女
と
も
う
一
人
の
婦
人

の
合
計
八
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
魯
僊
が
『
松
前
記
行
』
か
ら
『
箱
館
紀
行
』
へ
か

け
て
、
釜
を
邪
魔
に
な
り
そ
う
な
餅
つ
き
の
隣
か
ら
、
裏
の
方
へ
移
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
人
に
聞
い
た
話
を
元
に
、
想
像
し
、
描
き
上
げ
た
餅
つ
き
の
構
図
の
変
遷

が
う
か
が
わ
れ
、
魯
僊
の
画
業
の
方
法
と
工
夫
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
、
『
松
前
記
行
』
『
松
前
風
景
』
『
箱
館
紀
行
』
に
お
け
る
変
遷
を
確
認

し
な
が
ら
、
魯
僊
の
画
業
方
法
や
構
想
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

安
政
二
年
以
降
の
絵
の
整
理
や
発
表
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。【
表
１
】
で
は
、『
松

前
風
景
』
に
お
け
る
二
十
五
枚
の
絵
を
一
覧
表
に
し
、
そ
れ
に
一
致
す
る
『
松
前
記

行
』
と
『
箱
館
紀
行
』
の
絵
も
両
側
に
挙
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
並
べ
る
と
、
三
書
は

『
松
前
記
行
』『
松
前
風
景
』『
箱
館
紀
行
』
の
順
番
で
成
立
し
た
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
る
。
更
に
、
『
松
前
記
行
』
三
十
三
枚
の
絵
の
な
か
か
ら
、
た
っ
た
八
枚
が

次
の
二
冊
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
逆
に
『
松
前
記
行
』
に
見
ら
れ
な

い
十
七
枚
も
し
く
は
十
六
枚
の
絵
が
、
後
の
二
書
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、

『
松
前
風
景
』
二
十
五
枚
の
絵
か
ら
二
十
四
枚
が
、
同
じ
順
番
で
『
箱
館
紀
行
』
に

載
っ
た
こ
と
を
見
る
と
、
『
松
前
風
景
』
は
『
箱
館
紀
行
』
を
な
す
た
め
の
デ
ッ
サ

ン
で
あ
る
こ
と
が
ま
た
確
認
で
き
る
。
二
十
五
枚
中
、
唯
一
『
箱
館
紀
行
』
に
掲
載

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
二
十
三
枚
目
の
「
戎
岩
」
で
あ
り
、
こ
の
絵
だ
け
は
破
損
の

た
め
か
、
紙
の
半
分
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
理
由
で
『
箱
館
紀
行
』
に
写
し
得

な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
『
松
前
風
景
』
と
『
箱
館
紀
行
』

は
、
松
前
城
下
と
箱
館
港
、
そ
の
間
の
地
形
を
含
む
蝦
夷
地
の
絵
に
限
定
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
松
前
記
行
』
の
絵
で
、『
松
前
風
景
』
や
『
箱
館
紀
行
』
に
載
ら
な

か
っ
た
も
の
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。【
表
２
】
で
分
か
る
よ
う
に
、『
松
前

記
行
』
の
絵
三
十
三
枚
の
う
ち
、
八
枚
は
既
述
し
た
通
り
『
松
前
風
景
』
と
『
箱
館

紀
行
』
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
別
の
十
三
枚
を
魯
僊
が
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
津

軽
領
内
の
絵
五
十
九
枚
を
集
め
た
『
合
浦
山
水
観
』
に
載
せ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ

(
)

の
十
三
枚
中
、
『
松
前
記
行
』
で
は
、
一
枚
で
あ
っ
た
絵
が
『
合
浦
山
水
観
』
で
は

複
数
に
わ
た
り
変
異
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
元
の
十
三
枚
が
『
合
浦
山
水
観
』

で
は
十
七
枚
の
絵
と
な
っ
て
い
る
。
森
山
泰
太
郎
が
解
説
す
る
よ
う
に
、
「
合
浦
」

と
は
古
来
、
陸
奥
湾
沿
岸
の
現
青
森
市
と
東
津
軽
・
上
磯
地
域
一
帯
の
称
呼
で
あ
っ

た
が
、
『
合
浦
山
水
観
』
で
「
合
浦
」
は
津
軽
全
体
を
指
し
、
そ
の
前
例
と
し
て
、

安
政
二
年
の
著
作
『
合
浦
奇
談
』
が
あ
る
。
『
合
浦
山
水
観
』
第
一
冊
の
「
自
叙
」
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に
よ
る
と
、
魯
僊
は
少
年
の
頃
か
ら
山
水
を
好
み
、
山
間
に
長
時
間
を
過
ご
し
、
眺

望
を
描
い
て
こ
れ
を
箱
に
蔵
す
る
こ
と
を
十
数
年
間
つ
づ
け
て
き
た
。
こ
れ
を
来
客

に
見
せ
る
と
、
実
景
の
写
真
ほ
ど
優
れ
て
い
る
と
賞
賛
さ
れ
、
「
冀
は
く
は
ひ
ろ
く

世
の
墨
客
騒
人
に
伝
え
邦
内
の
佳
景
を
盛
ん
に
し
て
、
風
致
の
情
を
た
す
け
且
自
地

を
し
ら
さ
る
徒
に
喩
さ
ん
」
と
勧
め
ら
れ
、
こ
の
求
め
に
応
じ
て
、
絵
を
改
写
し
纏

(
)

め
た
と
説
明
す
る
。
こ
の
「
客
」
か
ら
の
求
め
が
い
つ
頃
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
し
か
し
魯
僊
は
、
津
軽
領
内
の
風
景
を
描
写
し
た
自
作
の
絵
を
、
画
帳
『
合
浦

山
水
観
』
と
い
っ
た
形
で
世
に
表
そ
う
と
思
い
、
安
政
六
年
に
こ
れ
を
完
成
す
る
際

に
、
四
年
前
の
蝦
夷
地
旅
行
の
前
後
に
描
い
た
津
軽
領
内
の
絵
を
、
当
時
の
紀
行
文

の
最
終
版
に
用
い
ず
、
『
合
浦
山
水
観
』
で
用
い
る
こ
と
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
魯
僊
は
安
政
年
間
に
描
い
た
津
軽
と
蝦
夷
地
の
風
景
画
を
、
地
域
別
に
整

理
し
、
そ
れ
を
「
松
前
」
と
「
箱
館
」
に
代
表
さ
れ
る
蝦
夷
地
、
そ
し
て
「
合
浦
」

と
称
す
る
津
軽
の
枠
組
み
で
世
に
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
魯
僊

は
明
治
二
年
六
月
に
、
同
じ
弘
前
の
平
田
門
人
下
沢
保
躬
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、

や

す

み

自
分
の
著
作
や
絵
を
江
戸
の
気
吹
舎
に
紹
介
し
、
作
品
を
「
及
ふ
た
け
ハ
世
ニ
弘
め

度
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
魯
僊
が
自
ら
の
代
表
作
を
挙
げ
た
目
録
に
は
『
箱
館
紀

行
』
や
『
山
水
観
』
（
『
合
浦
山
水
観
』
）
も
列
挙
し
て
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
津
軽
と

蝦
夷
と
の
は
っ
き
り
し
た
区
別
が
表
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
平
尾
魯
僊
が
安
政
二
年
に
松
前
城
下
、
箱
館
港
を
中
心
に
蝦
夷
地
を

旅
行
し
た
際
に
な
し
た
紀
行
文
の
成
立
過
程
、
構
想
、
編
集
意
図
、
そ
し
て
安
政
二

年
以
降
の
絵
の
整
理
と
発
表
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
こ
こ
で
、
魯
僊
の
素
描
を
集
め

た
画
帳
『
松
前
風
景
』
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
は
『
松
前
記
行
』
の
絵
を
所
々
改
写

し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
元
に
『
箱
館
紀
行
』
が
写
さ
れ
て
い
る
。
三
書
は
『
松
前
記

行
』『
松
前
風
景
』『
箱
館
紀
行
』
の
順
番
に
成
立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

最
初
に
明
ら
か
に
し
た
点
は
、
六
月
十
七
日
に
魯
僊
が
松
前
城
下
に
入
港
す
る
光
景

で
、
船
や
松
前
城
、
山
々
の
配
置
が
改
め
ら
れ
、
『
松
前
記
行
』
で
は
九
枚
目
と
な

っ
て
い
た
こ
の
絵
が
、
正
式
な
松
前
・
蝦
夷
地
入
り
を
表
す
理
由
で
、
『
松
前
風

景
』
と
『
箱
館
紀
行
』
で
は
最
初
の
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二

つ
目
に
は
、
六
月
十
八
日
に
、
松
前
の
渡
海
者
が
沖
の
口
役
所
に
て
厳
し
い
検
査
を

受
け
る
様
子
が
、
魯
僊
の
批
判
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
を
記
録
に
留
め
る
た
め
、

『
松
前
記
行
』
に
な
か
っ
た
絵
が
、『
松
前
風
景
』
で
は
荒
い
素
描
と
し
て
描
か
れ
、

『
箱
館
紀
行
』
で
は
緻
密
に
仕
上
が
っ
て
い
る
過
程
が
確
認
さ
れ
た
。
三
つ
目
に
は
、

二
十
日
に
描
い
た
箱
館
の
絵
が
、
第
一
書
で
は
茂
平
地
か
ら
眺
望
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
に
対
し
、
第
二
書
で
は
貼
紙
で
海
岸
線
と
山
を
描
き
改
め
て
、
や
や
南
の

隣
村
当
別
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
『
松
前
記
行
』
か
ら

『
箱
館
紀
行
』
に
か
け
て
、
当
別
の
方
が
現
に
陣
屋
を
構
え
、
茂
辺
地
よ
り
も
景
勝

が
美
し
い
こ
と
か
ら
、
代
表
的
な
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
四

つ
目
に
は
、
地
元
の
人
か
ら
伝
え
聞
い
た
餅
つ
き
の
情
景
が
、
『
松
前
記
行
』
に
は

一
切
な
い
が
、
『
松
前
風
景
』
に
初
め
て
描
か
れ
、
人
や
物
の
構
図
が
大
幅
に
改
め

ら
れ
て
い
る
、
魯
僊
の
画
業
的
工
夫
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。

最
後
に
、
三
書
の
絵
を
一
覧
表
で
比
較
し
た
際
に
、
『
松
前
記
行
』
の
絵
は
魯
僊

の
安
政
二
年
の
津
軽
領
を
含
む
旅
行
全
体
を
表
し
た
の
に
対
し
、
『
松
前
風
景
』
か

ら
『
箱
館
紀
行
』
に
か
け
て
の
絵
は
、
全
て
松
前
城
下
と
箱
館
と
そ
の
間
の
地
を
中

心
に
、
蝦
夷
地
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
魯
僊
は
こ
の
旅
を
経
て
四

年
後
の
安
政
六
年
に
は
、『
合
浦
山
水
観
』
を
完
成
し
て
い
る
が
、『
松
前
記
行
』
か

ら
後
の
二
書
に
掲
載
し
な
か
っ
た
津
軽
領
内
の
絵
を
こ
の
『
合
浦
山
水
観
』
に
載
せ
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て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
魯
僊
は
安
政
年
間
に
お
い
て
、
自
作
の
絵
を
蝦
夷
地
と
津

軽
に
分
類
し
て
、
世
に
発
表
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
安
政
年
間
の
な
か
で
限
ら
れ
た
作
品
の
枠
内
で
、
魯
僊
の
絵
に
つ
い

て
考
察
し
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
魯
僊
の
膨
大
な
絵
や
画
帳
な
ど
を
整
理
し
、

分
類
す
る
作
業
が
残
さ
れ
て
い
る
。
高
弟
三
上
仙
年
や
工
藤
仙
乙
な
ど
が
編
集
し
た

魯
僊
の
伝
記
『
魯
仙
史
』
に
は
、
魯
僊
に
よ
る
著
書
と
書
画
は
合
わ
せ
て
六
百
五
十

二
冊
に
も
及
び
、
粉
本
の
類
は
こ
の
他
に
一
千
ま
で
数
え
る
と
記
し
て
い
る
が
、
先

(
)

ず
確
認
で
き
る
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
覧
表
を
作
成
す
る
こ
と
か
ら
手
掛
け
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

【
表
１
と
２
の
凡
例
】

一
、
句
読
点
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
、
当
て
字
や
誤
字
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

一
、
合
字
は
用
い
ず
、
適
宜
、
平
仮
名
に
改
め
た
。

一
、
史
料
紹
介
と
写
真
・
記
述
掲
載
に
際
し
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
・
北
方
関

係
資
料
室
の
許
可
を
賜
っ
た
。



【表１】『松前風景』の絵一覧、『松前記行』『箱館紀行』との比較、（ ）は順位を示す

『松前記行』 『松前風景』 『箱館紀行』

安政２年（1855） 安政２年（1855） 安政３年（1856）８月22日写改

1 「松前城下澗口之図 卯六月十七日 「一 松前城下図」（１） 「松前海口之図」（１）
写於船中」（９）

2 「松前城下図 卯六月十七日写於唐 「二 城下 二」（２） 「其二」（２）
津内旅亭」（10）

3 「其三」（３） 「其三」（３）

4 題なし（４） 「沖口官庁に航海人を黙検す」
（４）

5 「四 及部根森の間」（５） 「及部色頭之図」（５）

6 「五 新谷峠一軒茶ヤ」（６） 「新谷嶺頂上之図」（６）

7 「六 鳥賊を干す」（７） 「鳥賊を乾す図」（７）

8 「七 白府」（８） 「白府色磯頭の図」（８）

9 「眺福嶋邑図 卯六月十九日写」 「八 福嶋の入口」（９） 「福嶋邑磯頭之図」（９）
（13）

10 「従福嶋赴箱館路中之図」（14） 「九 福嶋より山越の路頭」（10） 「福嶋邑頭郊野之図」（10）

11 「十」 題なし（11） 「尻内越山中之図」（11）

12 「十一 尻内越」（12） 「其二」（12）

13 「十二 雷電宮」（13） 「其三 雷電宮之図」（13）

14 「十三 尻内渡場」（14） 「尻内邑渡場之図」（14）

15 「十四 駒ヶ嶽」（15） 「当別邑山中より駒ヶ嶽を眺望之
図」（15）

16 「従茂平地台場望箱館図 卯六月念 「十五 当別台場より眺望」（16） 「当別邑台場より観音山を眺望之
日写」（16） 図」（16）

17 「十六 矢不来」（17） 「矢不来村磯頭之図」（17）

18 「十七 有川」（18） 「有川邑長橋之図」（18）

19 「箱館港口之図 卯六月廿日写」 「十八 箱館山」（19） 「箱館山之図 観音山とも云」
（17） （19）

20 「従箱館観音山眺湊口図 卯六月廿 「十九 箱館澗之図」（20） 題なし（20）
三日写」（18）

21 「箱館夜廻之図」（20） 「廿 夜廻之図」（21） 「夜廻の者鳴子を屓ふ図」（21）

22 「廿一 葬送之図」（22） 「葬送之図」（22）

23 「戎岩」（半紙しかない）（23）

24 「廿三 餅搗図」（24） 「臘月餅搗之図」（23）

25 「廿四 焼山眺望」（25） 「南部焼山之図」（24）
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【表２】『松前記行』の絵一覧、その後の掲載

『松前記行』絵図一覧 その後の掲載

1 「権現崎絶頂之図 高サ百五十間余ト云リ 卯六月十五 「権現崎絶頂之図」「其二」「其三 年六月十五日写以
日写」 下安政二乙卯 従十三湖渡口怒涛洗絶壁」『合浦山水

観』初輯 瞽師岩并尾岬紀行 二

2 「権現岬 岩ヵ之図」 「権現崎磯頭之図」『合浦山水観』二

3 「権現岬之麓スカシ岩之図 卯六月十五日写」 「尾岩磯頭怪岩之図」「其二」「其三 尾崎磯頭」『合
浦山水観』二

4 「女夫石之図 脇元折戸ノ間ナリ」 「女夫岩之図」『合浦山水観』二

5 「下前越山中之図 卯六月十五日写」 「下前越山中之図」『合浦山水観』二

6 「立待岩之図 下前ヨリ二丁許先キ 卯六月十五日写」 「立待岩之図」『合浦山水観』二

7 「十三湖之図 卯六月十四日写」

8 「従青森松前迄海路之図 卯七月八日写」

9 「松前城下澗口之図 卯六月十七日写於船中」 『松前風景』『箱館紀行』【表１】参照

10 「松前城下図 卯六月十七日写於唐津内旅亭」 『松前風景』『箱館紀行』【表１】参照

11 「従荒谷嶺眺望 卯六月十九日写」

12 「眺吉岡村図 卯六月十九日写」

13 「眺福嶋邑図 卯六月十九日写」 『松前風景』『箱館紀行』【表１】参照

14 「従福嶋赴箱館路中之図」 『松前風景』『箱館紀行』【表１】参照

15 「尻内嶺之図」

16 「従茂平地台場望箱館図 卯六月念日写」 『松前風景』『箱館紀行』【表１】参照

17 「箱館港口之図 卯六月廿日写」 『松前風景』『箱館紀行』【表１】参照

18 「従箱館観音山眺湊口図 卯六月廿三日写」 『松前風景』『箱館紀行』【表１】参照

19 「箱館全図」 題なし『洋夷茗話』

20 「箱館夜廻之図」 『松前風景』『箱館紀行』【表１】参照

21 「浅虫湯ノ嶋図 卯七月十二日写」 「従浅虫村望湯嶋図 従造道以下乙卯七月十一日写」
『合浦山水観』初輯 湯之嶋并古碑紀行 三

22 「湯嶋材木岩之図 卯七月十二日写」 「其三 土人材木岩卜云」『合浦山水観』三

23 「湯嶋俵岩之図 卯七月十二日写」 「其二 土人俵岩卜云」『合浦山水観』三

24 「湯嶋石墻岩之図 卯七月十二日写」 「湯嶋懸岸之図 乙卯七月十二日写土人石カキ岩卜
云」『合浦山水観』三

25 「従小湊海巷望洋中図 卯七月十二日写」 題なし『合浦山水観』三

26 「鳥頭前桟之図 卯七月十一日写」 「鳥 前桟之図」『合浦山水観』三

27 「潜岩之図 鴻前菴境裏也 卯七月十二日写」

28 「野内三尊岩之図 龍口ノ後ナリ 卯七月十一日写」

29 「野内龍口之図 卯七月十一日写」 「龍口之図」『合浦山水観』三

30 「従茶屋町与造道之間望洋中図 卯七月十一日写」

31 「青森港之図 卯七月十日写」

32 「従油川望洋中図 卯七月十三日写」

33 「青森街道中山之図 卯七月十三日写」
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註（

）
平
尾
魯
僊
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
弘
前
紺
屋
町
の
魚
商
を
営
む
家
に
生

1
れ
た
。
名
は
亮
致
、
通
称
は
初
三
郎
（
八
三
郎
）
、
号
は
魯
僊
、
魯
仙
、
蘆
川
、
芦

す
け
む
ね

川
、
ま
た
宏
斎
、
雄
山
と
も
い
っ
た
。
工
藤
五
鳳
や
毛
内
雲
林
に
師
事
し
、
画
を
修

ご

ほ
う

も
う
な
い
う
ん
り
ん

め
た
。
百
川
学
庵
に
画
法
と
文
学
、
今
村
渓
寿
に
狩
野
派
の
技
法
を
学
ん
だ
。
内
海

も
も
か
わ
が
く
あ
ん

け
い
じ
ゅ

う

つ

み

草
坡
か
ら
俳
諧
と
書
法
を
学
び
、
そ
こ
で
終
生
の
友
鶴
舎
有
節
と
知
り
合
う
。
三
十

そ
う

は

つ
る

や

あ
り

よ

歳
で
、
絵
師
と
し
て
生
計
を
立
て
る
よ
う
に
な
る
。
国
学
に
つ
い
て
は
、
十
八
歳
で

草
坡
の
影
響
で
関
心
を
抱
き
、
四
十
歳
頃
に
国
学
研
究
に
確
信
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
、
魯
僊
は
有
節
の
紹
介
を
受
け
て
平
田

篤
胤
の
没
後
門
人
と
し
て
気
吹
舎
に
入
門
す
る
。
町
人
や
神
職
を
中
心
と
し
た
弘
前

い
ぶ
き
の
や

の
平
田
門
人
社
中
は
、
「
皇
学
」
の
研
究
に
努
め
た
。
魯
僊
は
晩
年
、
自
宅
で
家
塾

を
開
き
教
鞭
を
と
っ
た
。
弘
前
の
画
壇
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
、
高
弟
に
は
三
上

仙
年
、
工
藤
仙
乙
、
山
形
岳
泉
な
ど
が
い
た
。

せ
ん
ね
ん

せ
ん
お
つ

が
く
せ
ん

魯
僊
の
代
表
的
な
絵
に
は
、
「
安
門
瀑
布
図
」
「
ね
ぶ
た
之
図
」
『
合
浦
山
水
観
』

が

っ

ぽ
さ
ん
す
い
か
ん

な
ど
が
あ
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
、
明
治
天
皇
は
青
森
行
幸
の
際
、
魯
僊
の

「
安
門
瀑
布
図
」「
西
浜
の
図
」「
岩
木
山
の
風
景
図
」
を
天
覧
し
賞
美
し
た
。
主
要

な
著
作
に
は
、
『
合
浦
奇
談
』
『
谷
の
響
』
『
幽
府
新
論
』
な
ど
が
あ
る
。
魯
僊
は
、

絵
画
と
国
学
研
究
は
勿
論
の
こ
と
、
民
間
伝
承
の
蒐
集
、
歴
史
学
、
本
草
学
、
考
古

学
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
多
大
な
業
績
を
残
し
て
い
る
。

平
尾
魯
僊
と
弘
前
の
平
田
門
人
に
関
す
る
研
究
で
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
森

山
泰
太
郎
「
平
尾
魯
僊
」
『
郷
土
の
先
人
を
語
る
（
七
）
兼
松
石
居
・
平
尾
魯
僊
・

秋
田
雨
雀
』
弘
前
市
立
図
書
館
、
一
九
七
一
。
石
戸
谷
正
司
「
平
尾
魯
仙
著
『
明
治

日
記
』
」
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
五
八
（
一
九
七
二
年
二
月
）。
佐
藤
和
夫
「
平
尾

魯
仙
『
家
訓
提
要
』
に
つ
い
て
」
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
七
二
（
一
九
八
一
年
四

月
）
。
中
畑
長
四
郎
『
津
軽
の
美
術
史
』
北
方
新
社
、
一
九
九
一
。
沼
田
哲
「
鶴
屋

有
節
宛
平
田
鉄
胤
書
翰
四
通
を
め
ぐ
っ
て
」
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
一
〇
〇
（
一

九
九
六
年
三
月
）
。
小
島
康
敬
「
幕
末
期
津
軽
の
民
俗
学
・
平
尾
魯
仙
―
平
田
篤
胤

と
柳
田
国
男
の
間
―
」『
市
史
ひ
ろ
さ
き

年
報
』
一
〇
（
二
〇
〇
一
）。
山
下
祐
介

編
『
砂
小
瀬
・
川
原
平
を
歩
い
た
人
び
と
―
菅
江
真
澄
・
平
尾
魯
仙
・
津
軽
民
俗
の

会
』
砂
川
学
習
館
、
二
〇
〇
七
。
中
川
和
明
「
幕
末
平
田
塾
と
地
方
国
学
の
展
開
―

弘
前
国
学
を
例
に
」
『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
七
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
五

日
）。
福
井
敏
隆
「
平
田
国
学
と
鶴
舎
（
鶴
屋
）
有
節
・
平
尾
魯
僊
」『
弘
前
築
城
四

百
年
―
城
・
町
・
人
の
歴
史
万
華
鏡
』
長
谷
川
成
一
監
修
、
清
文
堂
、
二
〇
一
一
。

拙
稿
「
平
尾
魯
僊
著
『
平
尾
魯
仙
歌
集
』
に
つ
い
て
」
『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』

三
二
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）。

な
お
、
魯
僊
の
伝
記
類
で
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
三
上
仙
年
、
工
藤
仙
乙
他
編

『
魯
仙
史
』
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
、
一
八
七
七
。
中
村
良
之
進
編
『
平
尾
魯
仙
翁
』

平
尾
忠
兵
衛
発
行
、
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
、
一
九
二
九
。
森
山
泰
太
郎
「
平
尾
魯
僊

伝
」
『
砂
小
瀬
・
川
原
平
を
歩
い
た
人
び
と
―
菅
江
真
澄
・
平
尾
魯
仙
・
津
軽
民
俗

の
会
』
山
下
祐
介
編
。

（

）
『
松
前
記
行
』
の
原
本
は
、
函
館
市
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
資
料
番

2
号1

8
1
0
6
4
7
3
9
4

請
求
記
号K

/ 0
8

/ ﾋ
ﾗ

/ 5
0
0
4

）。
一
九
八
九
年
に
『
函
館
市
中
央
図
書

館
郷
土
資
料
複
製
双
書
八
』
と
し
て
縮
刷
刊
行
さ
れ
、
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

第
二
〇
巻

探
検
・
紀
行
・
地
理
・
補
遺
』
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
、
函
館
市

史
編
さ
ん
室
編
『
函
館
市
史

史
料
編
』
第
一
巻
、
函
館
市
史
編
さ
ん
室
、
一
九
七

四
（
少
）
に
解
説
付
き
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
松
前
記
行
』
の
引
用
と
写
真
の
掲

載
に
際
し
、
函
館
市
中
央
図
書
館
の
許
可
を
賜
っ
た
。

（

）『
箱
館
夷
人
談
』
の
原
本
は
、
函
館
市
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
松
前

3
記
行
』
と
共
に
、
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

第
二
〇
巻

探
検
・
紀
行
・
地
理

・
補
遺
』（
完
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（

）
『
箱
館
紀
行
』
の
原
本
は
、
弘
前
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号

41
3
0
1
8
2
7
8
5

請
求
記
号K

K
0
8
1
ﾋ
ﾗ
4
4

）。
森
山
泰
太
郎
編
『
生
活
の
古
典
双
書

洋
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夷
茗
話
・
箱
館
紀
行
』
八
坂
書
房
、
一
九
七
四
年
。
に
解
説
付
き
で
収
録
さ
れ
て
い

る
。
『
箱
館
紀
行
』
の
引
用
と
写
真
の
掲
載
に
際
し
、
弘
前
市
立
図
書
館
の
許
可
を

賜
っ
た
（
許
可
番
号
第

号
）。

199

（

）
『
洋
夷
茗
話
』
の
原
本
は
、
弘
前
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
箱
館
紀

5
行
』
と
共
に
、
『
生
活
の
古
典
双
書

洋
夷
茗
話
・
箱
館
紀
行
』
に
解
説
付
き
で
収

録
さ
れ
て
い
る
。

（

）『
松
前
風
景
』
と
同
様
に
、『
箱
館
異
人
談
』
と
『
洋
夷
茗
話
』
の
素
描
を
集
め
た

6
『
箱
館
異
国
人
物
図
』
（
図
類1

0
6
1

）
は
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
の
北
方
資
料

室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
箱
館
異
国
人
物
図
』
も
上
の
紀
行
文
二
冊
と
比
較
し
、

研
究
す
る
に
値
す
る
が
、
本
稿
の
枚
数
の
制
限
も
あ
る
た
め
、
そ
の
考
証
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
人
物
図
の
多
い
『
箱
館
異
国
人
物
図
』
よ
り
も
、
蝦

夷
地
の
風
景
を
描
写
し
た
『
松
前
風
景
』
の
方
が
、
示
唆
的
な
考
察
の
対
象
と
な
る

と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
に
注
目
す
る
。

（

）『
松
前
風
景
』
の
表
紙
は
、『
箱
館
異
国
人
物
図
』
と
同
じ
茶
色
の
厚
紙
で
、
後
補

7
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
法
量
も
外
題
も
似
て
い
る
た
め
、
両
書
と
も
同
時
に
ま
と
め

て
製
本
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
魯
僊
の
『
西
浜
略
図
』
巻
一
、
三
（
北
方
関

係
資
料
室
、
図
類1

4
2
3

1
4
2
4

）
も
素
描
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
同
様
の
表
紙
と

外
題
で
あ
る
た
め
、
同
時
に
製
本
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
安
政
元
年
三
月
に
締
結
さ
れ
た
日
米
和
親
条
約
は
、
日
米
間
の
永
久
に
渡
る
和
親
、

8
下
田
と
箱
館
の
開
港
、
薪
水
、
石
炭
、
食
料
の
購
入
、
漂
着
ア
メ
リ
カ
人
の
保
護
、

ア
メ
リ
カ
の
最
恵
国
条
款
な
ど
を
定
め
た
。

（

）
北
の
諸
藩
と
は
、
仙
台
、
盛
岡
、
秋
田
、
弘
前
、
松
前
、
会
津
、
鶴
岡
で
あ
っ
た
。

9
（

）
長
谷
川
成
一
『
弘
前
藩
』
吉
川
講
文
館
、
二
〇
〇
四
、
二
一
五
～
一
七
頁
。

10
（

）『
太
平
新
話
』
の
原
本
は
、
弘
前
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

11
（

）
『
洋
夷
茗
話
』
と
『
箱
館
紀
行
』
の
図
に
千
代
ヶ
台
の
地
名
が
見
ら
れ
る
が
、
藩

12
に
依
頼
さ
れ
た
図
の
所
在
は
現
在
不
明
で
あ
る
。（
「
六
月
念
八
日
、
岩
沢
石
火
谷
の

両
士
及
ひ
両
隊
の
士
某
氏
と
三
個
に
伴
は
れ
て
本

営
を
経
営
る
千
代
ヶ
台
と
い
ふ

コ
ホ
ン
チ
ン

ト
リ
タ
ツ

地
の
図
を
画
く
に
往
き
、
…
」『
洋
夷
茗
話
』『
生
活
の
古
典
双
書

洋
夷
茗
話
・
箱

カ

館
紀
行
』
一
〇
二
頁
。

（

）
鶴
舎
有
節
は
「
蝦
夷
か
弓
箭
・
筝
の
詞
」
と
い
う
文
書
で
、
魯
僊
が
箱
館
を
旅
し

13
た
際
に
「
古
登
」
を
見
た
の
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
魯
僊
は
旅
行
の
見
聞
を
仲

間
と
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
鶴
舎
有
節
「
蝦
夷
か
弓
箭
・
筝
の
詞
」
『
青

森
県
史

資
料
編

近
世
』
青
森
県
史
編
さ
ん
近
世
部
会
編
、
青
森
県
史
友
の
会
、

二
〇
〇
四
、
五
三
七
頁
。
な
お
、
魯
僊
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
『
洋
夷
茗

話
』
と
『
箱
館
紀
行
』
を
他
の
著
書
と
気
吹
舎
の
平
田
銕
胤
に
送
り
、
「
是
等
も
及

ふ
た
け
ハ
世
に
弘
め
度
候
」
と
言
っ
て
、
気
吹
舎
を
通
し
て
こ
れ
を
世
に
普
及
さ
せ

た
い
意
志
を
述
べ
て
い
る
。
「
平
尾
魯
僊
書
簡
、
下
沢
保
躬
宛
」
明
治
元
年
（
一
八

(

マ
マ)

六
八
）
六
月
十
一
日
『
青
森
県
史
』
六
一
七
頁
。
本
書
簡
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
再

(

マ
マ)

検
討
、
特
に
戊
辰
戦
争
お
よ
び
箱
館
戦
争
に
関
す
る
再
考
証
に
も
と
づ
き
、
書
か
れ

た
年
代
を
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
六
月
十
一
日
と
判
断
す
る
。

（

）
『
洋
夷
茗
話
』
三
頁
、
『
箱
館
紀
行
』
『
生
活
の
古
典
双
書

洋
夷
茗
話
・
箱
館
紀

14
行
』
一
一
九
頁
。

（

）
森
山
泰
太
郎
「
解
説
」
『
生
活
の
古
典
双
書

洋
夷
茗
話
・
箱
館
紀
行
』
二
〇
二

15
～
三
頁
。

（

）『
箱
館
紀
行
』
一
二
九
頁
。

16
（

）『
洋
夷
茗
話
』
四
～
五
頁
。

17
（

）『
箱
館
紀
行
』
一
五
七
頁
。

18
（

）
同
右
。

19
（

）
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

一
巻

北
海

20
道

上
巻
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
）
。
「
茂
辺
地
」
の
項
、
一
五
二
七
頁
、
「
当

別
」
の
項
、
九
三
三
頁
。

（

）『
松
前
記
行
』『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

第
二
〇
巻

探
検
・
紀
行
・
地
理
・

21
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補
遺
』
三
一
二
頁
。

（

）『
箱
館
紀
行
』
一
五
七
頁
。

22
（

）『
松
前
記
行
』
三
一
二
頁
。

23
（

）『
合
浦
山
水
観
』（
初
輯

－

一
～
三
）
の
原
本
は
、
弘
前
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

24
て
い
る
（
資
料
番
号
・
請
求
記
号1

3
01

8
2
7
9
3
･

K
K
0
8
1
ﾋ
ﾗ
4
5

/ 1
3
0
1
82

8
01

･
K

K
08

1
ﾋ
ﾗ

4
6

/ 1
3
0
1
8
2
8
1
9
･

K
K
0
8
1
ﾋ
ﾗ
4
7

）。
複
刻
本
と
し
て
、
森
山
泰
太
郎
に
よ
る
解
説
付
き

の
『
合
浦
山
水
観
』
弘
前
図
書
館
後
援
会
、
一
九
八
七
。
が
あ
る
。

（

）「
自
叙
」『
合
浦
山
水
観
』
弘
前
図
書
館
後
援
会
、
一
九
八
七
。

25
（

）
三
上
仙
年
、
工
藤
仙
乙
他
編
『
魯
仙
史
』
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
、
一
八
七
七
。

26
（
付
記
）

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
と
撮
影
の
許
可
を
賜
り
ま
し
た

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
・
北
方
関
係
資
料
室
、
函
館
市
中
央
図
書
館
、
弘
前
市

立
図
書
館
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
国
際
交
流
基
金
日
本
研
究
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

(

ふ
じ
わ
ら
・
ぎ
で
お
ん

U
n

iv
e

rsity
o

f
B

ritish
C

o
lu

m
b

ia

博
士
課
程)

本
会
機
関
誌
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
へ
の
投
稿
に
つ
い
て

投
稿
規
定

◎
論

文

四
百
字
詰

枚
程
度
を
原
則
と
す
る
（
縦
書
き
、
以
下

60

同
様
）

◎
研
究
ノ
ー
ト

四
百
字
詰

枚
か
ら

枚
程
度

20

30

◎
研

究

余

録

四
百
字
詰

枚
程
度

10

◎
史

料

紹

介

四
百
字
詰

枚
か
ら

枚
程
度

10

30

◎
そ
の
他
（
書
評
・
研
究
動
向
・
歴
史
随
想
な
ど
）
四
百
字
詰

枚
程
度

10

◎
ワ
ー
プ
ロ
で
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
一
段
に
付
き

字
×

行
で
組
ん
で

32

23

下
さ
い
。
字
数
は
右
の
規
定
の
範
囲
で
計
算
し
て
、
そ
れ
を
越
え
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
投
稿
も
可
能
で
す
（
事
前
に
編
集
委
員
会

へ
御
相
談
下
さ
い
）
。
行
数
・
字
数
は
、
ワ
ー
プ
ロ
執
筆
と
同
様
に
組
ん

で
下
さ
い
。
な
お
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
を
添
付
の
こ
と
。

◎
横
書
き
を
希
望
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
原

稿

締

切

一
月
末
日
と
八
月
末
日
の
年
２
回

※
投
稿
に
際
し
て
は
、
図
表
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
完
成
原
稿
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
原
稿
は
必
ず
御
手
元
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
存
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
投
稿
は
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
受
領
後
、
編
集
委
員
会
で
審
査
し
、
一
ヶ
月

以
内
に
御
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
掲
載
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真

・
図
版
等
を
含
む
場
合
に
は
、
掲
載
決
定
後
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権

利
者
か
ら
許
可
の
承
諾
書
を
取
得
し
て
下
さ
い
。

※
掲
載
分
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
抜
刷

部
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

50

※
本
誌
掲
載
の
論
文
等
を
転
載
す
る
場
合
は
、
本
会
の
諒
承
を
得
て
下
さ
い
。


